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 要 旨   

 

目的：雇用状況の混乱は喫煙や飲酒習慣に影響を及ぼす。英国で COVID-19パンデミックにおける

一時休業が喫煙、飲酒、ベープ使用に及ぼした影響を検討する。 

 

方法：8コホート研究、27,841人を対象に雇用状況と喫煙、飲酒（週 4回未満/一回 5杯以上）、ベ

ープ使用の有無を COVID-19パンデミック以前および流行初期(2020年 4-6月)に調査した。各コホ

ート研究で雇用状況による喫煙、飲酒、ベープ使用の多変量調整リスク比(ARR)をポアソン回帰で

算出し、ランダム効果を用いたメタ分析を行い結果を統合した。継続雇用を参照群とした。 

 

結果：一時休業および失業、継続失業は、喫煙、飲酒、ベープ使用との関連を認めなかった（ARR(95%

信頼区間):喫煙 1.05(0.95-1.16), ベープ使用 0.89(0.74-1.08), 飲酒 1.03(0.94-1.13)）。女性は、継続

失業と喫煙との関連と一時失業とベープ使用との関連を認めたが、男性ではいずれの関連も認めな

った。 

 

結論：英国の COVID-19流行初期において一時休業や失業による喫煙、飲酒、ベープ使用のリスク

は明らかではなかった。これらのリスクは主にコロナ流行前の特性により説明された。 

 

 


